
（１） 昨年度の振り返り
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■立地適正化計画について （昨年度の振り返り）
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立地適正化計画で推進するまちづくりのイメージ

たとえば・・・

「浜田市 立地適正化計画」
⇒ いつまでも暮らしていける まちづくりを実現させるための計画

・地域の中心部へ行けば、日常生活に
必要なサービスを受けられる

・それぞれの地域で、子どもからお年
寄りまで、誰もが安全に、安心して
暮らせる

・地域の歴史や文化を大切にし、将来
にわたって守り続ける

施設の再編や
新たな誘致を
地域の中心部へ

地域の中心部
の機能集約

Old

New

三隅地域

浜田地域

New
Old

旭地域

弥栄地域
金城地域

県西部の中核都市
として機能の充実

：都市計画区域

：地域の中心部
地域の中心部の
人口密度を確保

交通環境
の整備

 人口減少下においても、医療・福祉・商業等の施設や住居等がまとまって立地し、一定の都市機能やにぎわいを維持すること

 公共交通を維持し、中心市街地以外に住む人の生活利便性も確保すること

 行政サービスの効率化により、財政面・経済面で持続可能な都市経営を目指すこと

 災害に強いまちづくりを推進すること 等

これからのまちづくりに求められること

都市全体の構造を見直し、効率的なまちづくりを進めるため



項目 現況 主要課題

人口 ○人口減少が続き、少子高齢化

○まちなかにおいても、今後は人口密度の低下が進む見込
み

○自然増減・社会増減ともにマイナスで推移

●人口減少の中にあっても、一定の人口密度とまちのにぎわ
いを維持することが重要

●「いつまでも暮らしていけるまちづくり」を目指し、必要な
生活サービスの維持を図ることが必要

公共交通 ○鉄道・路線バスや乗合タクシー、コミュニティワゴン輸送
で広範囲をカバー

○公共交通の利用は減少傾向で、自家用車への依存度が
高い

●公共交通を利用しやすいまちの姿を描き、実現を目指すこ
とが重要

●浜田市のまちの構造において最適化された公共交通網の
確立が必要

都市機能施設 ○5地域それぞれにおいて生活利便施設が立地している
が、山間部では数が少ない

○都市計画区域内や、支所周辺に多く立地

●既存の機能を活かしつつ、不足する機能は地域間で補完し
合うことにより、各地域の生活サービスを維持することが
必要

災害リスク ○中心市街地において、土砂災害リスクの高いエリアがあ
る

○沿岸部付近において、河川洪水や津波リスクの高いエリ
アがある

●リスクが高いエリアは誘導区域から除外する等、安全・安心
なエリアへの居住を促進することが重要

●ハード・ソフト対策を継続的に推進することが必要

市民意見 ○自宅から徒歩または公共交通で移動できる範囲に、生活
サービス機能の集約が求められている

○若い世代ほど、市外への転出意向が強い

○気軽に利用できる飲食等のチェーン店や、医療施設・子
育て支援施設が不足している

○浜田駅周辺等、空き地・空き家の活用とまちの魅力の向
上が求められている

●コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりを推進し、徒
歩や公共交通で移動可能なエリアへの機能集約が必要

●浜田駅周辺をはじめとする中心市街地の有効活用と魅力
向上の取組が必要

■現状分析及び市民意見から抽出したまちづくりの課題 （昨年度の振り返り）
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■策定までの工程 （昨年度から一部変更）

 R7～Ｒ9年度で計画の検討を進め、令和9
年度末までの策定・公表を目指す

 アンケート等で収集した市民意見や、庁内会
議・都市計画審議会の意見を反映させなが
ら、策定委員会で計画内容の検討・協議を
行う
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既存資料の収集・整理

①基礎データ等の収集・整理
②都市計画基本情報の整理

③関連計画・施策

市民意向の把握

①既存アンケートの整理・分析
②市民アンケート調査
③オンラインプラットフォームによる意見募集

各種会議

庁内

将来見通しに関する分析及び都市構造の課題分析及び
とりまとめ

解決すべき課題の抽出

まちづくりの方針(ターゲット)の検討
目指すべき都市の骨格構造の検討

課題解決のための施策・誘導方針(ストーリー)の検討

防災指針の検討

都市機能誘導区域、
誘導施設の検討

居住誘導区域の検討

定量的な目標値等の検討
施策の達成状況に関する

評価方法の検討

庁内

策定委員会

市都計審

庁内②

策定委員会②

市都計審②

庁内③

策定委員会③

市都計審③

立地適正化計画（素案）の作成

庁内

策定委員会

市都計審

市民意向の把握

①住民説明会
②パブリックコメント
③オンラインプラットフォームによる意見募集
④オープンハウス

立地適正化計画の策定・公表

庁内

策定委員会

市都計審

令和７年度

令和8年度

令和９年度

都市計画

基礎調査

誘導施策の検討

市民意向の把握

○オンラインプラット
フォームによる意見
募集

庁内①

策定委員会①

市都計審①

庁内

策定委員会

市都計審

 令和8年度中に第３次浜田市総合振興計画
や浜田駅周辺グランドデザインの策定を行
う予定であり、これらの内容との整合を図
るため、「誘導施策の検討」等については翌
年度に検討することとした

前回提示した工程からの変更点
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